
昭和60年度 第14回世論調査「婦人の社会参加」について 

調査の目的 

本調査は、「婦人の社会参加」について、市民の意識・評価・要望などを把握し、基礎資料とするこ
とを目的とした。 

調査の設計 

1. 調査地域 富士市全域  
2. 調査対象 富士市在住の満20歳から80歳までの男女  
3. 標本数  3,000人  
4. 抽出方法 住民基本台帳から等間隔無作為抽出  
5. 調査方法 郵送調査  
6. 調査期間 昭和61年3月  

回収結果 

1. 発送数   3,000人（100.0％）  
2. 回収数   1,575人（ 52.5％）  
3. 有効回収数 1,553人（ 51.8％）  

集計表 

◆婦人の社会参加について  

問1 あなたは「国連婦人の10年」をご存じでしたか。  

問2 現在、日本の社会で男女平等になっていると思いますか。  

問2-1 平等になっていないと答えた方に伺います。平等になっていないと思われるのはどんなとこ
ろですか。  

番号 選択肢 パーセント

(1) 目的、意義についても知っていた 17.5

(2) 国連婦人の１０年があったことだけは知っていた 47.6

(3) 知らなかった 33.7

(4) 未回答 1.3

  計 100.1

番号 選択肢 パーセント

(1) 平等になっている 17.1

(2) 平等になっていない 73.0

(3) わからない 9.3

(4) 未回答 0.6

  計 100



問3 最近、婦人の社会的地位が向上してきたと思いますか。  

問3-1 向上してきた、少し向上してきたと答えた方に伺います。どのようなことに変化が見られると
感じていますか。  

問4 あなたは、女性の地位向上をはかるのに、特にどのようなことが必要だと思いますか。2つあ
げてください。  

番号 選択肢 パーセント

(1) 家の中で 24.5

(2) 地域の中で 20.7

(3) 職場の中で 48.2

(4) その他 4.4

(5) わからない 1.2

(6) 未回答 1.0

  計 100

番号 選択肢 パーセント

(1) 向上してきたと思う 36.1

(2) 少し向上してきたと思う 49.8

(3) あまり向上していないと思う 9.3

(4) 全く変化がないと思う 1.5

(5) わからない 2.5

(6) 未回答 0.7

  計 99.9

番号 選択肢 パーセント

(1) 職場の中で地位が確立されてきた 6.3

(2) 女性で社会的に活動する人がふえた 60.3

(3) 男性の考え方が変わってきた 4.8

(4) 働く婦人がふえてきた 27.3

(5) その他 0.4

(6) わからない 0.1

(7) 未回答 0.7

  計 99.9

番号 選択肢 パーセント

(1) 女性の自覚の促進 23.0

(2) 男性の理解や協力 22.9

(3) 女性の経済力の向上 9.0

(4) 女性の教育・教養の向上 10.4

(5) 社会のしきたりや風潮の改善 17.9



問5 あなたは、婦人がずっと働き続けたいと思っても、働き続けられない障害があると思います
か。  

問5-1 障害があると答えた方に伺います。その障害は何だと思いますか。  

問6 婦人が婦人会はもとより、自治会活動、ボランティア活動などへの積極的な参加については
あなたはどう思いますか。  

問7 夫婦の役割分担について、あなたはどうお考えですか。  

(6) 法律や制度の改革 5.4

(7) 女性の地域活動への参加 9.6

(8) その他 0.2

(9) わからない 1.0

(10) 未回答 0.5

  計 99.9

番号 選択肢 パーセント

(1) 障害があると思う 82.7

(2) 障害はないと思う 11.7

(3) その他 0.8

(4) わからない 3.6

(5) 未回答 1.2

  計 100

番号 選択肢 パーセント

(1) 出産後の子育て 49.8

(2) 家族の病気や老人の世話などの看病 38.0

(3) 長く勤めても賃金や仕事の内容がよくならない 5.8

(4) その他 2.7

(5) わからない 0.5

(6) 未回答 3.2

  計 100

番号 選択肢 パーセント

(1) 社会人として男女の別なく積極的に参加すべきである。 39.2

(2) 積極的に参加することはない。余裕をもってできることだけでよい。 49.2

(3) 家庭を守ることで充分であり、参加することははい。 3.8

(4) わからない 4.3

(5) 未回答 3.5

  計 100

番号 選択肢 パーセント



問8 女性の社会的地位向上をよりはかるために行政にどのようなことをしてほしいとお考えです
か。  

(1) 夫は外で働き、妻は家庭を守る。 31.1

(2) 夫は外で働いても、家庭のことは夫婦で守る。 18.2

(3) 夫も妻も外で働き、家庭は妻が守る。 7.1

(4) 夫も妻も外で働き、家庭も夫婦で分担する。 28.6

(5) 夫も妻も役割分担しないで自由にする。 8.7

(6) わからない 3.0

(7) 未回答 3.3

  計 100

番号 選択肢 パーセント

(1) 女性の学習機会の充実 19.4

(2) 女性の地域活動の促進 18.9

(3) 行政施策を決定する審議会などへの参加の拡大 12.2

(4) 女性の悩みごと相談などの充実 11.2

(5) 女性問題に対する啓発・普及 10.6

(6) その他 1.3

(7) 特になし 7.5

(8) わからない 15.0

(9) 未回答 3.9

  計 100


